


1

DATA 　水質が最も良好な河川 2018
DATA 　水質が最も良好な河川 2009-2018
DATA 　過去 10 年間の水質改善状況
DATA 　環境基準（BOD等）の満足状況

DATA 　泳ぎたいと思うきれいな川
DATA 　感覚的な水質指標による調査結果参加者数
DATA 　参加者数 BEST5 地点の紹介

DATA 　水質事故等の状況

第 17 回世界湖沼会議を
　　契機とした観光振興と
　　霞

カスミガウラ

ヶ浦の環境改善

C ON T E N T S

「日本の清流」　 [近畿地方 ]　北
キ タ ガ ワ

川

「清流」から生まれた名産品　　　 [東北地方 ]　摺
ス リ カ ミ ガ ワ

上川

「水質だより」　　[四国地方 ]　丸
マ ル ノ ウ チ ガ ワ

ノ内川

DATA

 18 水難事故防止

平成 30 年全国一級河川の水質現況
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水質が最も良好な河川
2009 - 2018

平成 21-30 年水質調査結果

2009-2018 年（平成 21-30 年）の 10年で、
4回以上「水質が最も良好な河川」となった河川（16河川）を紹介します
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　平成 30 年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）と、平成 20 年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）から、10 年
間の直轄管理区間の水質改善幅による地点の水質改善状況を比較すると、上記上位 5地点で大幅な水質改善が進んでいます。
　また、上記上位 5地点以外にも、様々な取組み等により、全国的にきれいな川、生物が生息しやすい川などをめざして水質
や水環境の改善が多面的に取り組まれています。
　こうした水質を改善する取組みを地域づくりや観光振興とあわせて実施している事例として、

しています。

過去 10年間の水質改善状況
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　平成 30 年に、一級河川（湖沼及び海域を含む。）の直轄管理区間において、生活環境の保全に関する環境基準項目のうち、
BOD（生物化学的酸素要求量）または、COD（化学的酸素要求量）の環境基準を満足した地点の割合は 92％（905 地点 /987 地点）
で、依然として高い割合を維持しています。
　なお、平成 30年に BOD（または COD）値が環境基準を満足した地点の割合について、地点の種類別に見ると、河川のみで
は 97％（862 地点 /887 地点）、湖沼等（海域含む）※3 では 43％（43地点 /100 地点）でした。

環境基準（BOD等）の満足状況

92

※1　BOD（生物化学的酸素要求量）：　河川の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の汚れ（有機物）が微生物により分解されるときに消費される酸素量のことで、BOD の値が
大きければ水が汚れていることを表す。

※ 2　COD（化学的酸素要求量）：　湖沼や海域の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の有機物を酸化剤で酸化されるときに消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、
COD の値が大きければ水が汚れていることを表す。

※ 3　河川・湖沼別の環境基準を満足した地点の割合は平成 8年より整理（平成 26年以降は海域も含む）

平成 30 年における、直轄管理区間の健康項目全体の環境基準満足率は 99％（前年 99％）となっており、ほとんどの地点で環
境基準を満足しました。

平成 30年度における、ダイオキシン類が水質環境基準を満足した地点の割合は 99%でした。
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泳ぎたいと思うきれいな川

　平成 30年は、71地点が「Aランク（泳ぎたいと思うきれい
な川）」と評価されました。

71
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感覚的な水質指標による感覚的な水質指標による
調査参加者数調査参加者数

・川の様子は思ったよりきれいだと感じた。
・水の中に入ったときはものすごく冷たくて気持ち良かった。
・水がきれいだったので川で泳ぐ魚を見ることができた。
・採れる生物は出水によりいろいろな影響があることがわかった。
・ゴミや魚の死骸があったので清掃等の管理が必要だと感じた。
・きれいな水か汚い水かによって、魚の種類は違うんだなと思った。
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参加者数 BEST5 地点の紹介
感覚的な水質指標による調査において、特に参加者数の多い地点

感覚的な水質指標による
調査参加者数
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　松山河川国道事務所では、重信川の自然再生に取り組んでいる「重信川の自然をはぐくむ会」（学
識者、ＮＰＯ法人、住民、行政で構成）の協力を得て、地域住民と水生生物や水質等の調査を行っ
ています。中川原橋では、近隣の松山市立椿中学校、松山市立椿小学校の生徒、児童に加え、伊
予市立伊予小学校の児童も調査を行いました。　松山市立椿中学校については重信川の自然再生
を考える「重信川フォーラム」で、石手川の独自調査結果も取り入れて『重信川と石手川の水生
生物と水質の違い』 と題して発表も行いました。　河川の水質がもたらす水生生物生育環境への影
響について再認識するとともに、河川環境保全の重要性を考えさせられる機会となりました。

　大分河川国道事務所では、大分市立別保小学校の４年生の生徒とともに大野川の支川である乙
津川で調査を行いました。平成30年は9月5日に、川に関する学習を行った後に、水生生物の採取、
簡易水質調査、透視度測定などを行いました（平成 22年度より授業の一環として実施）。普段か
ら目にしている河川の水質をより深く理解でき、生物においても主に感潮域に生息する生物を含
めて 12種類の生き物を確認することができたことにより、これらの生物たちの生息する環境を守
るために自分たちに何ができるかを考える良い機会になったようです。

　大和川に棲む生き物の観察を行うことで、大和川の水環境や水質改善の必要性について学ぶ「や

まとがわ水生生物調査」。河内橋地点では、10月 17 日に、八尾市立大正小学校の４年生 90人と

一緒に調査を実施しました。当日は秋晴れで絶好の調査日和。ざるで草の根っこや石の裏側に隠

れている小さな生物を探しました。その結果、14種類の生き物を採取することができ、その後の

谷先生の解説により生き物の生態を勉強することができました。

　武雄河川事務所では六角川周辺の小中学校の生徒とともに水生生物の採取、簡易水質調査など
を行いました。子供たちは熱心に水生生物を探し、捕獲した生物の種類により川がきれいな水質
であるかどうかを興味深く確認していました。また、川遊びの時間を設定して自由に川とのふれ
あいを楽しんでもらいましたが、歓声をあげながら川遊びを喜ぶ子供たちの姿が印象的でした。
参加した子供たちは、調査と川遊びを通じて川に親しみを持ち、きれいな川を守っていく大切さ
について理解を深めていました。

　北見市の水道水源である常呂川では、平成 29年度にスーパーサイエンスハイスクールの指定を
受けた北海道北見北斗高校のサイエンスクラブが常呂川の若松橋をフィールドに、河川の水質や
水生生物調査の他、ごみ拾いなどの環境保全活動に取り組んでおり、市民向けのシンポジウムを
開催して情報発信しています。
　平成 30年度には、これまでの活動が評価され、環境省の「水・土壌環境保全活動功労者表彰」
に北海道で唯一選ばれました。




